
戦禍で受けた壊滅的被害は、継続的に多くの資源を必
要とするという点において自然災害に似ている。しかし、
自然災害と異なる点は、戦争は偶然の産物ではない。侵
略者は破壊し、殺し、支配する意図を持っていることで
ある。ロシアの本格的なウクライナ侵攻では軍事施設の
みならず、エネルギー施設や給水施設、住宅といった民
間インフラも攻撃標的となっている。医療機関がロシア
軍の標的になっていることは国際人道法にも違反するの
だが。

ウクライナの医療制度は、過去9年間に及ぶロシア・
ウクライナ戦争の間に徐々に変化を余儀なくされた。そ
の結果、本格的な戦争が始まった2022年2月には戦時に
適応し、患者に必要な医療を提供することができた。し
かしながら、絶え間ない砲撃により、日々多くの問題に
直面している。すなわち、重要なインフラの意図的な破
壊、資源の不足、医療関係者や患者の意図的な殺害、誘
拐、人質化などが日々起こるのだ。

本展は、戦争によりもたらされたウクライナの医療機
関における深刻な破壊、患者の命と健康を守るための極
限の努力を続ける日常とその困難な状況を記録したもの

である。
これらの写真のほとんどは医療スタッフがスマート

フォンのカメラで撮影したものである。どの写真にも語
られるべきドラマがある。医師たちは毎日のように死や
希望と向き合っているのだが、こうした状況に接するた
びに衝動的にスマホを取り出し、その瞬間を撮影した。
中には目を覆いたくなるようなショッキングな写真もあ
るかもしれない。しかし、戦争暴力によってもたらされ
た残虐な現実を詳らかに示すには、ありのままを展示す
る必要があると本展の主催者は信じている。この写真展
の目的は、現在のウクライナの医療制度が置かれている
現実を示すことである。写真から残酷な流血を伴うシー
ンを取りにぞくこともできたが、それはロシアの攻撃に
よって生じた犯罪的な現実、そしてこの状況に直面した
ウクライナの医療現場の真実から目を背けることになる
と考え、敢えてありのままを展示することを選択した。

なお、本展では写真に写っているすべての人々、撮影
者、またはその法定代理人から許可を得て写真の掲載を
行っている。
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